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発表の内容

• 活用授業のあらまし 

• 利用の実際 

• 今後の利用に向けて



動機

• 授業における映像作品の提出・共有・管理 

• YouTube等の外部動画サイトは管理が困難



制作物

• デジタル・ストーリーテリング(DST)    2～3分 

• デジタル・ブックトーク(DBT)   2～3分 

• 公共広告　30秒～1分 

• ドキュメンタリー　　5分程度



活用授業
• キャリアデザイン学入門（300～400人）（～2016年） 

• 基礎ゼミ（約20人） 

• キャリア総合演習（約10人） 

• 情報メディアの活用（約20人） 

• 図書館演習（約10人） 

• メディア・リテラシー実習（約20人）
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DSTのつくり方
1.伝えたいメッセージを決める 
2.ナレーション原稿を書く  
3.絵コンテを作る 
4.写真や絵を用意する 
5.ナレーションを録音する 
6.映像と音声を編集する（PCまたはスマホ） 
7.動画ファイルを書き出す



使用機材

• パソコン 
Macintosh 

• タブレット・スマホ 
iOS(iPhone/iPad) 
Android 

file://localhost/Users/jun/Downloads/johnny_automatic_laptop.svg


タブレット・スマホ

• タブレット端末　iPad/Android 

• スマホ　iPhone/Android



iPhone/iPad

iMovie （標準添付）

http://www.apple.com/jp/apps/imovie/


VideoShowLite（無料）

Android



注意点
• 公開を前提とした作品を制作する 

• 著作権・肖像権・個人情報に注意 

• 公開できないプライバシーは載せない 

• ナレーションは自分の声で録音する 

• BGMはつけない



作品のフォーマットについて

• 長さ　1～3分程度 

• 必ず動画ファイルを書き出し（出力）してください。 

• 解像度は1280×720程度 

• iOSの場合は「HD720」を推奨 

• フォーマットはMP4またはMOV形式





今後の計画
• 学校間ビデオレター交流への活用 
• 現状はNetCommonsを活用




